






【売上⾼】

インド⼦会社やCROが不振に終わったため、⼤幅な減収。

【利益】
減収の影響があったものの、昨年10⽉に買収したインドネシアを事業拠点とする
Mitraisの新規連結寄与や、国内ITが堅調に推移したことにより、売上総利益が増加となった。
販売管理費は、新規連結分の増加があったものの、CROを始めとしてコスト削減に努めた結果、
前年同期とほぼ変わらない数値となり、営業利益や経常利益は増加。
特別利益、特別損失については⼤きなものはなし。
親会社株主に帰属する四半期純利益も、わずかだが、増加となった。

新型コロナ拡⼤など、期初に想定できなかったことも発⽣したため売上⾼は下回っているものの、利益
に関しては、ほぼ予定通りに推移したと認識。
しかしながら、SIerとしての利益⽔準はいまだ低い状況であることは認識している。



【国内IT】
・売上⾼は160億８千３百万円と前年同期とほぼ同額に推移。
・利益は、⾦融機関向けの⼤型開発案件など、リスクや難易度が⾼い⼀⽅で利益率の⾼い案件が
増加したことにより、前年同期⽐20.7％増加の9億５千９百万円。

【海外IT】
・業績の多くを占めるインド⼦会社が⼤きく影響。
インド⼦会社の主要拠点があるエリアでは、3⽉下旬から新型コロナ対策のロックダウンが始まり、
現在も感染拡⼤が続いているため、ロックダウンは8⽉末まで継続予定となっている。
本年4⽉から6⽉については、受注済の案件は、リモートワークなどで対応できたが、
新規案件の獲得が難しく、売上⾼は前年同期⽐21.4％減少の46億４千１百万円と
⼤幅減収となった。また、前年同期に計上した⼤型案件の反動減もあった。
・利益については、インド⼦会社の減収による影響が最⼩限に抑えられたこと、また、Mitraisの
新規連結寄与があったことなどから、前年同期⽐81.1％増加の2億７千４百万円。

【CRO（医薬品開発⽀援）】
・業績不振が続いており、⽴て直しを図っている段階。
・当第2四半期についても主要なお客様を中⼼に減収となり、売上⾼は前年同期⽐17.6％減少の
34億１千４百万円となった。
・利益については、コスト削減を⾏ったものの、減収分をまかないきれず、さらに、新型コロナの影響で、
製薬会社による治験の症例数の減少、中断や延期が発⽣したことから、
３億９百万円の営業損失となった。



✔ ⾦融と製造以外が減収

⾦融︓国内ITが堅調に推移したことにより、約10％増加
製薬︓CROが減収となったことから、11％減少
製造︓国内ITについては主要顧客向けで減少したが、Mitraisの新規連結寄与があり、6.5％の増加
情報・通信︓特にインド⼦会社の売上が減少したことで、21.4％減少
サービス業︓国内、海外ともに減少。中でもインド⼦会社における昨年の⼤型案件の反動減の影響⼤



【国内IT】
受注は昨年計上したハードウェア案件の反動などもあり4％ほど減少しているものの、
受注残⾼は、前年同期並みの77億円を維持しているため、⼤きな問題とは捉えていない。

【海外IT】
新型コロナの影響が⼤きく反映され、受注⾼は、20％以上減少の約52億円。
⼤きく減少したのはインド⼦会社。インドでは、依然、新型コロナ感染が拡⼤しており、
現地でも今後を⾒通すのが難しい状況。
受注残⾼は、Mitraisの新規連結寄与により、前年同期⽐約８％の増加。
海外ITの受注、受注残⾼については、今後も注意していかなければならないポイント。

【CRO】
受注⾼が⼤きく落ち込み前年同期⽐40％の減少となり、積み上げていた受注残⾼を
消化する形で、受注残⾼も20％以上の減少。



✔ 傾向としては業種別の売上⾼と似ている

⾦融︓国内ITが堅調であるため約５％増加の68億円
製薬︓CROの不振により30％以上減少し、約55億円
製造︓国内ITが主要顧客向けで減少しているが、Mitraisの新規連結寄与で前年同期とほぼ同額
情報・通信︓海外IT中⼼に減少したことにより、前年同期⽐32％減少の24億円
サービス業など︓海外ITを中⼼に減少し13％減少の60億円





上期における新型コロナウイルスの影響

✔ 新型コロナについては、依然収束の兆しは⾒えていないものの、
当社の事業は在宅勤務やオンライン会議等を活⽤し、継続。
海外拠点などの遠隔地とのコミュニケーションについても、以前よりオンライン会議を中⼼に
運⽤しているため問題なく継続。また、中国へのオフショア開発案件も問題なく推移している。

✔ 上期の業績への影響は、2020年4⽉以降、セグメントごとに⼤きな差が⽣じた。
ロックダウン⻑期化や、緊急事態宣⾔による⾃粛要請のため、海外ITやCROなどは、
マイナスの影響が出たが、国内ITについては、軽微な影響に留まった。

今後の⾒通し

✔ 新型コロナの影響を最も受けている海外ITでは、中核企業であるインド⼦会社の拠点で
ロックダウンが継続しているため、第3四半期以降も業績へのマイナス影響が避けられないと予想。
また、⽇本国内でも新型コロナの収束が⾒えないことから、CROについてマイナスの影響が出ると
考えている。⼀⽅で、アフターコロナへの対応として、デジタルトランスフォーメーションへの注⽬がさらに
⾼まっており、当社でも国内外でデジタル関連案件への引き合いが増加しているなど、
プラスに働く可能性有。

✔ 新型コロナによる影響を避けることは難しい状況だが、利益確保に軸⾜を置いて、顧客の
デジタルトランスフォーメーションのニーズを取り込みつつ、選択と集中も推進し、
サステナブルな企業となることを⽬指していきたい。



✔ 新型コロナの影響が不明瞭な状況ではあるが、現時点では業績予想を据え置き

✔ 今後も各グループ会社の動向については注視していき、収益の確保を重点的に進めていきたい
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